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Abstract 
Crystal distortion and its temperature dependence of oxide spinels is measured by X-ray 
diffractometor， and parameter W which appeared in Kanamori's theory is calculated from the 
results. 
According to Kanamori， W was supposed to be proportional to the magnitude of the crystal 
distortion. 
Contrary to the prediction of the theory， the experiment shows that W is monotonically 





ときは， Jahn-Teller効果によって生ずることが， Dunitz-OrgeF)によって提唱された。 この



















列する場合のエネルギーを 2W， x叉は ν軸に沿って配列する場合のエネルギーを十W と
して次の様に与えられる。
Uz = Uzo [exp (2W/kT)-exp (-W/kT)]/[exp (2W/kT)+2exp (-W/kT)] 
ここで Uzは温度 Tにおける結晶歪であり，Uzo は絶対零度における結晶歪である。この
論文では u，Wのかわりに相対的な結晶歪をあらわすパラメータ -SとW を温度に換算した
パラメータ -L1をもちいることにする。 dの値は，T，Sの測定値から L1= T/2 ln (1+2S/1-S) 
の関係をもちいて求める。 S，L1 :ま次の関係で与えられる S=Uz/Uzo，L1=3W/2k. 














































































て，分子場に相当するパラメータ -W(此の論文の L1~こ相当する)は Uz に比例する，つまり温
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